鵜沢秀名誉教授年譜及び研究業績 by unknown
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鵜沢秀名誉教授　年譜
１．出　生
　1947（昭和22）年　千葉県生まれ
２．学　歴
　1971（昭和46） 年３月　早稲田大学第一政治経済学部経済学科卒業（経済学
士）
　1973（昭和48）年３月　一橋大学大学院経済学研究科修士課程修了（経済学
修士）
　1976（昭和51）年３月　一橋大学大学院経済学研究科博士課程単位取得退学
３．職　歴
　1976（昭和51） 年４月　一橋大学経済学部助手（1978（昭和53）年３月まで）
　1978（昭和53） 年４月　小樽商科大学商学部講師（一般教育等）（1979（昭
和54）年９月まで）
　1979（昭和54） 年10月　小樽商科大学商学部助教授（一般教育等）（1988（昭
和63）年９月まで）
　1988（昭和63） 年10月　小樽商科大学商学部教授（一般教育等）（1991（平
成３）年３月まで）
　1989（平成元） 年２月　学科委員（一般教育等）（1990（平成２）年１月まで）
　1991（平成３） 年10月　小樽商科大学商学部教授（経済学科応用経済学講座）
（2004（平成16）年３月まで）
　1992（平成４） 年１月　小樽商科大学大学院商学研究科担当（2004（平成
16）年３月まで）
　1994（平成６） 年10月　学科長（経済学科）（1995（平成７）年９月まで）
　2001（平成13） 年４月　人事委員長（2002（平成14）年３月まで）
338
　2003（平成15）年４月　学科長（経済学科）（2004（平成16）年３月まで）
　2004（平成16）年４月　国立大学法人小樽商科大学商学部教授（経済学科応
用経済学講座）（2011（平成23）年３月まで）
　2004（平成16）年４月　国立大学法人小樽商科大学大学院商学研究科担当
（2013（平成25）年３月まで）
　2007（平成19）年４月　大学院教務委員長（2008（平成20）年３月まで）
　2007（平成19）年４月　国立大学法人小樽商科大学大学院商学研究科博士後
期課程担当（2013（平成25）年３月まで）
　2011（平成23） 年４月　国立大学法人小樽商科大学商学部特任教授（2013
（平成25）年３月まで）
　非常勤講師歴
　1982（昭和57）年４月　小樽商科大学短期大学部（1985（昭和60）年３月ま
で）（各年に「経済原論」または「経済学」を半期１コマ担当）
　1984（昭和59）年４月　小樽女子短期大学（1988（昭和63）年９月まで）（各
年に「経済学」を半期１コマ担当）
　1988（昭和63）年４月　北海道職業訓練短期大学校（1992（平成４）年３月
まで）（各年に「経済学」を半期２コマ担当）
　1990（平成２）年４月　北海学園大学経済学部経営学科（1992（平成４）年
３月まで）（各年に「現代経済理論」を通年１コマ担当）
　1995（平成７）年４月　北海学園大学経済学部経営学科（1997（平成９）年
３月まで）（各年に「現代経済理論」を通年１コマ担当）
　1998（平成10）年４月　北海学園大学経済学部経営学科（1999（平成11）年
３月まで）（「現代経済理論」を通年１コマ担当）
４．在外研究，研修及び調査
　1992（平成４）年３月　文部省在外研究員（米国ロチェスター大学経済学部
および米国コロラド大学ボルダー校経済学部）（1993（平成５）年１月まで）
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　1993（平成５） 年１月　私費海外研修（米国ロチェスター大学経済学部）
（1994（平成６）年３月まで）
　1999（平成11）年１月　講義および実験経済学のための予備調査（米国コロ
ラド大学ボルダー校経済学部）（１月18日より５日間）（平成10，11年度科
学研究費基盤研究（C）10630001による資金およびFrank S.T. Hsiao教授
の協力により実施）
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鵜沢秀名誉教授　研究業績等
１．研究業績等
著　書
１．『産業組織論』pp.xxii+209（エコノミスト社），2000（平成12）年６月。
２．『現代経済学講義』早見弘，若林信夫，今喜典，および佐竹正夫との共著，
分担章：第２章「消費者選択の理論」pp.17-45，第５章「市場構造と均衡」
pp.87-112（中央経済社），1986（昭和61）年３月。
３．『基本現代経済学』今喜典，および山本賢司との共著，分担章：第２章「家
計の行動」pp.13-27，第３章「需要の基礎的分析」pp.29-49，第６章「市場
均衡と資源配分」pp.71-91，および第７章「独占，複占，寡占および独占的
競争」pp.93-112（中央経済社），1992（平成４）年４月。
論　文
１．「斉一成長と最適計画 ― フォン・ノイマン・レイとターンパイク
定理 ― 多部門最適成長理論の研究」学部卒業論文（早稲田大学），
pp.xii+302，1971（昭和46）年３月。
２．「最適成長理論の展望」『経済評論』第21巻第８号，pp.196-202，1972（昭
和47）年８月。
３．「ラムゼイ型最適成長理論の研究」修士論文（一橋大学），pp.xxx+376，
1973（昭和48）年１月。
４．“Uncertainty and Money” 博士課程単位修得論文（一橋大学），pp.iv+43, 
1976（昭和51）年１月。
５．“Risk Premium and the Stability of Some Adjustment Processes under 
Uncertainty” 『一橋研究』，（新シリーズVol.1, No.1）（旧シリーズNo.31），
pp.1-18, 1976（昭和51）年６月。
６．「所得階層別物価に関する試論」『昭和51年度物価指数研究会報告』（総理
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府統計局），pp.1-22, 1977（昭和52）年４月，この論文は倉林義正教授（一
橋大学）との共著論文である（本論のp.21に共著の注あり）。
７．「消費財貸借モデルにおける貨幣および利子」『一橋論叢』（一橋大学），第
78巻第１号，pp.87-101，1977（昭和52）年７月。
８．「一般均衡分析における貨幣理論の展望 ――― 取引費用アプローチ，一
時均衡アプローチ，および交換の分権化アプローチ」『一橋論叢』（一橋大学），
第80巻第２号，pp.151-171，1978（昭和53）年８月。
９．「労働市場における選別方法としての標識と情報の不完全性：サーベイⅠ」
『商学討究』（小樽商科大学），第29巻第４号，pp.103-121，1979（昭和54）
年２月。
10．「労働市場における選別方法としての標識と情報の不完全性：サーベイⅡ」
『商学討究』（小樽商科大学），第30巻第２号，pp.49-69，1979（昭和54）年10月。
11．“On Optimal Price Rigidity: An Example” 『商学討究』（小樽商科大学），
第32巻第１号，pp.52-73，1981（昭和56）年10月。
12．「Ｎ地域間における購買力平価の比較のためのconsistentな指数づくり」
『商学討究』（小樽商科大学），第33巻第２－３合併号，pp.21-49，1982（昭
和57）年12月。
13．「屈折需要曲線，需要シフト，および価格硬直性」『人文研究』（小樽商科大学），
第69輯，pp.29-56，1985（昭和60）年３月。
14．「企業間の費用格差と製品差別化のある複占超ゲームの解」『商学討究』（小
樽商科大学），第36巻第３号，pp.125-150，1986（昭和61）年３月。
15．「数量設定超ゲームにおいて市場占有率一定の暗黙の協力解を遵守する最
大の寡占企業数と企業の主観的割引率の関係について」『商学討究』（小樽商
科大学）（創立75周年記念号），第37巻１，２，３合併号，pp.189-216，1987
（昭和62）年１月。
16．「寡占企業における企業が協力解を暗黙的に遵守する条件――― 最大企業
数と企業の主観的割引率との関係 ―――」小樽商科大学経済摩擦研究会編
『国際経済摩擦とわが国の産業政策』（昭和60・61年度特定研究経費研究報
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告），pp.69-77，1987（昭和62）年３月。
17．「耐久消費財と消費者行動」『商学討究』（小樽商科大学），第38巻３，４合
併号，pp.149-172，1988（昭和63）年３月。
18．「パソコンのコンピューター・グラフィックスを利用した経済学学習のプ
ログラム⑴」『商学討究』（小樽商科大学），第41巻第２号，pp.25-72，1990（平
成２）年10月。
19．「経済学概論Ａの内容を学ぶプログラムについて」『広報』（小樽商科大学
情報処理センター），第２号，pp.104-117，1991（平成３）年１月。
20．「パソコン利用による経済学学習プログラムについて」伊達邦春教授古希
記念論文集『経済学の諸問題：理論・分析と思想』（八千代出版）に所収，
pp.371-390，1992（平成４）年３月。
21．「パソコンのコンピューター・グラフィックスを利用した経済学学習のプ
ログラム⑵」『商学討究』（小樽商科大学），第42巻第４号，pp.15-45，1992（平
成４）年３月。
22．「パソコンのコンピューター・グラフィックスを利用した経済学学習のプ
ログラム⑶」『商学討究』（小樽商科大学），第45巻第３号，pp.83-107，1995
（平成７）年３月。
23．「パソコンのコンピューター・グラフィックスを利用した経済学学習のプ
ログラム⑷」『商学討究』（小樽商科大学），第46巻第２－３合併号，pp.43-
67，1996（平成８）年３月。
24.  「Mathematicaを用いてクールノー均衡とシュタッケルベルク均衡を求め
る」，若林信夫編『数式処理言語Mathematicaを利用した数理モデルの解析』
（1994-1995年度特定研究報告書，小樽商科大学）に所収，pp.35-55，1996（平
成８）年３月。
25．「インターネットを利用した経済学学習」，鵜沢秀編『コンピュータ・リテ
ラシー（コンピュータを活用できる基礎的能力）の向上を目指したグループ
ウエアについて』（平成９年度教育改善推進費（学長裁量経費）実施報告書，
小樽商科大学）に所収，pp.1-12，1998（平成10）年３月。
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26．「数式処理システムMathematicaの応用とインターネットを利用した経済
学学習について」『商学討究』（小樽商科大学），第48巻第２，３合併号，
pp.47-72，2000（平成12）年３月。
27．“CAL （Computer Assisted Learning） in EconomicsPrograms for 
Windows95/98 USER GUIDE” 鵜沢秀編『コンピュータ利用による経済学学
習プログラムと実験経済学』（平成10・11年度科学研究費補助金基盤研究（C
⑵）（課題番号：10630001）報告書（鵜沢（研究代表者），若林，船津，篠塚）
に所収，pp.1-69，2000（平成12）年３月。
28． 「経済学科の学生はクールノー均衡を選ぶか？―――コロラド大学ボル
ダー校での予備実験結果―――」，上記の鵜沢秀編に所収，pp.132-146，
2000（平成12）年３月。
29．“Looking at the Cournot-Nash Equilibrium by using the MATHEMATICA 
Graphics--- You can choose any value of parameters in the Cournot 
model ---” 上記の鵜沢秀編に所収，pp.147-173，2000（平成12）年３月。
30．「MATHEMATICAのグラフィックス機能を利用してクールノー均衡を見
る――― あなたがクールノー・モデルのパラメータを変更できる ―――」
『広報』（小樽商科大学情報処理センター），第13号），pp.11-25，2000（平
成12）年３月。
31．「160人の学生が参加した総当りクールノー複占ゲーム―――エクセル
（Excel）のマクロを用いて仮想実験―――」『広報』（小樽商科大学情報処
理センター），第14号，pp.3-20，2002（平成14）年３月。
32． 「 シ ュ タ ッ ケ ル ベ ル ク 均 衡 を ア ニ メ ー シ ョ ン で 見 る ――
― MATHEMATICA, HTMLおよびJavaScriptを用いて ―――」『商学討究』
（小樽商科大学），第53巻第１号，pp.33-75，2002（平成14）年７月。
33． 「10人総当たり，50回繰り返し囚人のジレンマ・ゲームの実験 ― ゼミ生
10人による結果および他大学での実験結果との比較 ―」『商学討究』（小樽
商科大学），第54巻第４号，pp.37-83，2004（平成16）年。
34.「MATHEMATICAとLiveGraphics3Dの応用 ―クールノー均衡を例にし
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て―」『商学討究』（小樽商科大学），第55巻第４号，pp.85-106，2005（平成
17）年。
35.「MATHEMATICAの経済学への応用⑴ ―コブ=ダグラス型効用関数の
場合の消費者均衡理論―」『商学討究』（小樽商科大学），第56巻第４号，
pp.37-74，2006（平成18）年。
36.「MATHEMATICAの経済学への応用⑵ ―ギッフェン財をもたらす効
用関数の特徴について―」『商学討究』（小樽商科大学），第57巻第４号，
pp.63-101，2007（平成19）年。
37.「MATHEMATICAの経済学への応用⑶ ―生産関数，利潤，および
Averch=Johnsonモデル―」『商学討究』（小樽商科大学），第58巻第２・３号，
pp.1-42，2007（平成19）年。
38.「MATHEMATICAの 経 済 学 へ の 応 用 ⑷  ――― Shapley and Shubik
［1977］による３つの競争均衡の数値例及びその頑健性について ―――」『商
学討究』（小樽商科大学），第61巻第１号，pp.1-83，2010（平成22）年。
学会報告等
１．「労働市場と情報の不完全性について（サーベイ）」統計研究会報告（統計
研究会会議室），1978（昭和53）年７月。
２．「価格硬直性について」北海道経済学会報告（小樽商科大学），1979（昭和
54）年６月。
３．「価格硬直性について」理論・計量経済学会報告（東京都立大学），1979（昭
和54）年９月。
４．“CAL （Computer Assisted Learning） in Economics programs” シ ャ オ
（Frank S.T. Hsiao）教授主催のセミナーで行った講演と実習（米国コロラ
ド大学ボルダー校・経済学部），1992（平成４）年９月。
５．“CAL （Computer Assisted Learning） in Economics programs” updated 
version, 改善したプログラムと新しいプログラムをウォルコッフ（Wolkoff）
副学部長兼講師主催のセミナーで行った講演と実習（米国ロチェスター大
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学・経済学部），1994（平成６）年２月。
６．（査読つき）「統合型計算処理システムMATHEMATICAのグラフィック
ス機能を利用してクールノー（Cournot）均衡を見る ―――　あなたがクー
ルノー・モデルのパラメータを変更できる ―――（Looking at the Cournot 
Equilibrium by using MATHEMATICA Graphics）」第１回実験経済学コン
ファレンス報告（立命館大学経済学部びわこ・くさつキャンパス），1998（平
成10）年９月。
７．（査読つき）「シュタッケルベルク均衡をアニメーションで見る―――
MATHEMATICA, HTML およびJavaScriptを用いて―――」日本経済学会
春季大会報告（小樽商科大学），2002（平成14）年６月。
学術論文の査読
１．『季刊　理論経済学』
２．International Journal of Industrial Organization
翻訳，報告書及びディスカッション・ペーパー
１．「貯蓄の数学的理論」これはFrank P. Ramsey, “A Mathematical Theory 
of Saving,” Economic Journal, 1928, Vol.38, pp.543-559.の翻訳で，Readings 
in Welfare Economics, edited by Kenneth J. Arrow and Tibor Scitovskyの
一部翻訳試案（日本歯科医師会企画調査室編集『厚生経済学に関する論文集』
1972年，pp.27-43）に所収。
２．「一般的な経済均衡のモデル」これはJohn von Neumann, “A Model of 
General Economic Equilibrium,” Review of Economic Studies, 1945-46, 
Vol.36, pp.1-9.の翻訳で，Readings in Welfare Economics, edited by Kenneth 
J. Arrow and Tibor Scitovskyの一部翻訳試案（日本歯科医師会企画調査室
編集『厚生経済学に関する論文集』1972年，pp.45-57）に所収。
３．“A Note on the Maximum Number of Firms with Equal Market Share 
in a Quantity Setting Supergame,” Discussion Paper Series No.8, Otaru 
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University of Commerce, 1986（昭和61）年11月。
４．鵜沢秀編『コンピュータ・リテラシー（コンピュータを活用できる基礎的
能力）の向上を目指したグループウエアについて』平成９年度教育改善推進
費（学長裁量経費）実施報告書，（鵜沢秀（プロジェクト代表者），若林信夫，
行方常幸，町村泰貴），pp.iii+67，1998（平成10）年３月。
５．鵜沢秀編『コンピュータ利用による経済学学習プログラムと実験経済学』
平成10・11年度科学研究費補助金基盤研究（C⑵）（課題番号：10630001）
報 告 書（ 鵜 沢 秀（ 研 究 代 表 者 ）， 若 林 信 夫， 船 津 秀 樹， 篠 塚 友 一 ），
pp.iv+200，2000（平成12）年３月。
６．“An Experiment of Round-Robin Tournament by Excel’s Macro --- 
Using 160 students’ Data for Cournot Duopoly Game ---,” Discussion Paper 
Series, Center for Business Creation （Otaru University of Commerce）, 
No.93, 2004（平成16）年。
その他（2013年３月時点までWebページに公開）
１．“The Attainable Set of the-battle-of-the-sexes game” この論文はFrank 
S.T. Hsiaoとの共著。1994（平成６）年６月。1999（平成11）年11月に改訂。
　　URL: http://www.otaru-uc.ac.jp/~uzawa/papers/bosg9911.pdf
２．“Resources for Computer Assisted Learning （CAL） in Economics and 
Experimental Economics （CAL-EE）” 1999（平成11）年１月。2003（平成
15）年５月に改定。14本のCALプログラムを１つに圧縮したファイルであ
る。Windows95/98/2000/XP上で利用可能な英語版である。
　　URL: http://www.otaru-uc.ac.jp/~uzawa/cal-economics/cal-ee.html
３．“Computer Assisted Learning （CAL） in Economics Programs for 
Windows95/98” 1999（平成11）年４月。2003（平成15）年５月に改定。
　　URL: http://www.otaru-uc.ac.jp/~uzawa/cal-economics/win-econ.zip
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（平成11）年４月。2003（平成15）年５月に改定。
　　URL: http://www.otaru-uc.ac.jp/~uzawa/cal-economics/cal-ee.html
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年４月。2003（平成15）年５月に改定。
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（Simulation Softwares & Illustrations of Oligopoly Market Structures）” 
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レーションソフトおよび寡占市場構造）。
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９．「アニメーションで寡占理論を見る」 2001（平成13）年４月。2003（平成
15）年５月に改定。クールノー均衡とシュタッケルベルク均衡（シミュレー
ションソフトおよび寡占市場構造）を日本語で表示したWebページ。この
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科学研究費および研究経費補助金
１．昭和54・55年度特定研究経費「スタグフレーションの理論的および計量経
済学的研究」（主査：麻田四郎）長谷部亮一，久次智雄，藤井栄一，増井幸夫，
若林信夫，遠藤薫，釜江廣志，鵜沢秀，1979・80（昭和54・55）年度。
２．昭和56年度科学研究費奨励研究A「不均衡動学と独占企業の行動理論の研
究」（鵜沢秀），1981（昭和56）年度。
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年度。
４．昭和60・61年度特定研究経費「国際経済摩擦とわが国の産業政策」（主査：
吉武清彦）早見弘，若林信夫，鵜沢秀，佐竹正夫，今喜典，森田憲，清水章
雄，栗田啓子，船津秀樹，1985・86（昭和60・61）年度。
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８．平成９年度教育改善推進費（学長裁量経費）「コンピュータ・リテラシー
（コンピュータを活用できる基礎的能力）の向上を目指したグループウエア
について」（研究代表者：鵜沢秀）研究者：若林信夫，行方常幸，町村泰貴，
1997（平成９）年度。
９．平成10・11年度科学研究費基盤研究 C10630001「コンピュータ利用によ
る経済学学習プログラムと実験経済学」（研究代表者：鵜沢秀）若林信夫，
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加地太一，2000（平成12）年度。
11．平成13年度教育改善推進費（学長裁量経費）「経済学教育方法の研究」（研
究代表者：船津秀樹）研究者：経済学科全員，2001（平成13）年度。
12．平成14年度学長裁量経費（プロジェクト経費）「Computer Assisted 
Learning（CAL）による学習支援プログラムの作成―――経済学，情報処
理および数理計画への応用―――」（研究代表者：鵜沢秀）篠塚友一，行方
常幸，2002（平成14）年度。
２．学会関係
　1976（昭和51）年10月　理論・計量経済学会入会（日本経済学会と改称（平
成９年９月より））（2013（平成25）年３月まで）
　1978（昭和53）年４月　北海道経済学会入会（2013（平成25）年３月まで）
　1978（昭和53）年９月　小樽商科大学土曜研究会幹事（昭和60年３月まで）
　1982（昭和57）年４月　統計研究会入会（2013（平成25）年３月まで）
　1984（昭和59）年４月　北海道経済学会（小樽商科大学理事）（1985（昭和
60）年３月まで）
３．社会貢献活動の実績
審議会・委員会・外部委員など
　1990（平成２） 年４月　北海道大学大型計算機センタープログラム指導員
（1992（平成４）年３月まで）
　1996（平成８） 年２月　北海道科学技術審議会委員（北海道）（1997（平成９）
年２月まで）
　1998（平成10） 年１月　北海道科学技術審議会委員（北海道）（1999（平成
11）年１月まで）
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イテック財団）企画調査委員会委員（2000（平成12）年３月まで）
講　演
１．「企業の長期戦略の組み立てについて」平成７年度北海道アサノ会での講
演（札幌），1995（平成７）年６月。
２．「企業の長期戦略について」小樽商科大学市民大学講座『経済セミナー』
での講演（小樽），1998（平成10）年９月。
高大連携の実績等
１．「 シ ュ タ ッ ケ ル ベ ル ク 均 衡 を ア ニ メ ー シ ョ ン で 見 る　 ―――　
MATHEMATICA，HTMLおよびJavaScriptを用いて　―――」ポスター
セッション形式による小樽商科大学オープンユニバーシティ（札幌），2003
（平成15）年５月。
２．「 ク ー ル ノ ー（Cournot） 均 衡 を ア ニ メ ー シ ョ ン で 見 る　 ―――　
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セッション形式による小樽商科大学オープンユニバーシティ（札幌），2004
（平成16年）６月。
３．「 ク ー ル ノ ー（Cournot） 均 衡 を ア ニ メ ー シ ョ ン で 見 る　 ―――　
MATHEMATICA，HTMLおよびJavaScriptを用いて　―――」ポスター
セッション形式による小樽商科大学オープンユニバーシティ（札幌），2005
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４．「 ク ー ル ノ ー（Cournot） 均 衡 を ア ニ メ ー シ ョ ン で 見 る　 ―――　
MATHEMATICA，HTMLおよびJavaScriptを用いて　―――」ポスター
セッション形式による小樽商科大学オープンユニバーシティ（札幌），2006
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５． 「先手が得か，談合は得か　―――　経済学実験　―――」ポスターセッ
ション形式による小樽商科大学オープンユニバーシティ（札幌），2007（平
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高校への出前講義
１．札幌国際情報高校「経済学への入門　２つの企業の競争を例にした実験と
アニメーション」2005（平成17）年９月。
２．札幌国際情報高校「先手が得か，後手が得か，あるいは談合が得か―――
経済学実験―――」2007（平成19）年11月。
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４．札幌新川高校「先手が得か，後手が得か，あるいは談合が得か―――経済
学実験―――」2009（平成21）年11月。
５．札幌東陵高校「やさしいミクロ経済学」2010（平成22）年９月。
６．札幌東陵高校「やさしいミクロ経済学」2011（平成23）年９月。
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